
省

令

第
百
十
七
条
第
一
項
第
一
号
の
第
一
表
高
速
離
脱
用
誘
導
路
指
示
灯
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

航
空
機
接
近
警
告
灯

×

`

光
柱
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ａ

誘
導
路
に
設
置
す
る
も
の
の
光
柱
は
、
地
上
走
行
中
の
航
空
機
か
ら
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
最
小
限
同
表
下
欄
の
範
囲
で
見
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

区

分

光

柱

の

範

囲

直
線
区
間

方
位
角
に
お
い
て
、
光
源
の
中
心
を
含
み
、
か
つ
、
誘
導
路
中
心
線
又
は
誘

導
路
中
心
線
の
接
線
を
含
む
鉛
直
面
か
ら
左
右
そ
れ
ぞ
れ
十
九
・
二
五
度
ま

で
の
範
囲
及
び
光
源
の
中
心
を
含
む
水
平
面
の
上
方
一
度
か
ら
十
度
ま
で
の

範
囲

曲
線
区
間

方
位
角
に
お
い
て
、
光
源
の
中
心
を
含
み
、
か
つ
、
誘
導
路
中
心
線
の
接
線

を
含
む
鉛
直
面
か
ら
当
該
誘
導
路
中
心
線
側
へ
三
十
五
度
ま
で
及
び
そ
の
反

対
側
へ
三
・
五
度
ま
で
の
範
囲
並
び
に
光
源
の
中
心
を
含
む
水
平
面
の
上
方

一
度
か
ら
十
度
ま
で
の
範
囲

備
考

一

直
線
区
間
と
は
、
誘
導
路
の
直
線
部
分
及
び
誘
導
路
の
曲
線
部
分
の
う
ち
曲
率
半
径
が
四

百
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
部
分
を
い
う
。
以
下
こ
の
ム
に
お
い
て
同
じ
。

二

曲
線
区
間
と
は
、
誘
導
路
の
曲
線
部
分
の
う
ち
直
線
区
間
以
外
の
部
分
を
い
う
。
以
下
こ

の
ム
に
お
い
て
同
じ
。

訓

令

平成™œ年›月›日 木曜日 第�—˜ 号官 報

ｂ

滑
走
路
に
設
置
す
る
も
の
の
光
柱
は
、
当
該
滑
走
路
に
入
ろ
う
と
す
る
地
上
走
行
中
の
航
空
機
か
ら
必

要
か
つ
十
分
な
範
囲
で
見
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

a

光
柱
光
度
は
、
誘
導
路
の
う
ち
直
線
区
間
に
設
置
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
二
百
カ
ン
デ
ラ
以
上
、
曲
線
区

間
に
設
置
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
百
カ
ン
デ
ラ
以
上
で
あ
り
、
滑
走
路
に
設
置
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
二
百

カ
ン
デ
ラ
以
上
で
あ
る
こ
と
。

b

配
光
は
、
航
空
機
に
ま
ぶ
し
さ
を
与
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

c

灯
器
は
、
そ
の
上
を
航
空
機
の
車
輪
が
通
過
し
て
も
そ
れ
に
耐
え
る
構
造
の
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
航
空

機
の
地
上
走
行
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
設
置
す
る
こ
と
。

d

制
御
装
置
を
設
備
す
る
こ
と
。

e

監
視
装
置
を
設
備
す
る
こ
と
。

f

予
備
電
源
設
備
を
有
す
る
こ
と
。

第
百
二
十
六
条
第
十
一
号
中
「
飛
行
場
灯
台
」
の
下
に
「
、
航
空
機
接
近
警
告
灯
及
び
駐
機
位
置
指
示
灯
」
を
加
え

る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
内
閣
府
訓
令
第
十
六
号

内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務
分
担
に
関
す
る
訓
令
の
一

部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務
分
担
に
関
す
る
訓
令

の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務
分
担
に
関
す
る
訓
令
（
平

成
十
三
年
内
閣
府
訓
令
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
経
済
財
政
運
営
担
当
の
項
９
及
び
10
中
「
株
式
会

社
企
業
再
生
支
援
機
構
」
を
「
株
式
会
社
地
域
経
済
活
性

化
支
援
機
構
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
十
八
日
か
ら
施
行

す
る
。

第
百
十
七
条
第
一
項
第
三
号
ナ
（
三
）
備
考
中
「
以
下
」
の
次
に
「
こ
の
ナ
に
お
い
て
」
を
加
え
、
同
号
中
キ
を
ユ

と
し
、
ム
か
ら
サ
ま
で
を
ウ
か
ら
キ
ま
で
と
し
、
ラ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ム

航
空
機
接
近
警
告
灯

^

灯
器
は
、
次
に
よ
り
設
置
す
る
こ
と
。

ａ

滑
走
路
に
入
る
前
に
一
時
停
止
す
べ
き
位
置
か
ら
当
該
滑
走
路
の
境
界
線
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
誘
導

路
中
心
線
上
に
、
曲
線
部
分
及
び
そ
の
付
近
に
あ
つ
て
は
そ
の
曲
線
部
分
が
明
ら
か
に
標
示
で
き
る
間
隔

に
、
そ
の
他
の
部
分
に
あ
つ
て
は
十
五
メ
ー
ト
ル
以
下
の
ほ
ぼ
等
間
隔
に
設
置
す
る
こ
と
。

ｂ

滑
走
路
中
心
線
上
当
該
滑
走
路
に
入
ろ
う
と
す
る
地
上
走
行
中
の
航
空
機
か
ら
最
も
見
や
す
い
位
置
に

一
個
設
置
す
る
こ
と
。

_

灯
光
は
、
航
空
赤
の
不
動
光
で
あ
る
こ
と
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
二
十
九
号

航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第
二
条
第
十
一
項
、
第
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
（
同
法
第
四

十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
航
空
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
四
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

航
空
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

航
空
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
運
輸
省
令
第
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
十
四
条
中
第
二
十
一
号
の
五
を
第
二
十
一
号
の
六
と
し
、
第
二
十
一
号
の
四
を
第
二
十
一
号
の
五
と
し
、
第
二

十
一
号
の
三
を
第
二
十
一
号
の
四
と
し
、
第
二
十
一
号
の
二
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
一
の
三

航
空
機
接
近
警
告
灯
（
地
上
走
行
中
の
航
空
機
に
滑
走
路
に
入
る
前
に
当
該
滑
走
路
か
ら
離
陸
し
、

又
は
当
該
滑
走
路
に
着
陸
し
よ
う
と
す
る
他
の
航
空
機
の
接
近
を
示
す
た
め
に
設
置
す
る
灯
火
）
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